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一 般 会 計





議案第１号 

 

令和６年度矢板市一般会計予算 

 

 令和６年度矢板市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 14,462,000 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

（債務負担行為） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負

担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行

為」による。 

（地方債） 

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」によ

る。 

（一時借入金） 

第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、600,000 千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（1)  各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

 

令和６年２月２２日提出 

 

矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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第２表　債務負担行為
（単位：千円）

令 和 ６ 年 度 栃 木 県 信 用 保 証 協 会 の
矢 板 市 中 小 企 業 振 興 資 金 （ 創 業 資 金 ）
融 資 保 証 に 対 す る 損 失 補 償

令和６年度から
令和１３年度まで

令和６年度の融資額のうち栃木県信
用保証協会が債務の保証を行うことに
より生ずる代位弁済額から株式会社日
本政策金融公庫が支払う保険金の額
を控除した額の2分の１に相当する額

令 和 ６ 年 度 栃 木 県 信 用 保 証 協 会 の
矢板市中小企業振興資金（創業資金）利子補給金

令和６年度から
令和１３年度まで

令和６年度の融資額のうち中小企業
創業支援資金融資利子補給金
交付要綱第3条に基づき算出した額

事 項 期 間 限 度 額

令 和 ６ 年 度 栃 木 県 信 用 保 証 協 会 の
矢板市中小企業振興資金 （緊急経営強化
支 援 資 金 ） 融 資 保 証 に 対 す る 損 失 補 償

令和６年度から
令和１３年度まで

令和６年度の融資額のうち栃木県信
用保証協会が債務の保証を行うことに
より生ずる代位弁済額から株式会社日
本政策金融公庫が支払う保険金の額
を控除した額の2分の１に相当する額
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第３表　地　方　債

起債の方法

体 育 施 設 整 備 事 業 65,000

中学校教育施設等整備事業 121,600

公 民 館 改 修 事 業 62,800

小学校教育施設等整備事業

（単位：千円）

起 債 の 目 的 限 度 額 利 率 償 還 の 方 法

地 域 福 祉 体 制 強 化 事 業 31,900 普通貸借 ４．０％以内 借入の日から３０年以内

又　　　はは つ ら つ 館 運 営 事 業 41,700
（ただし、利率
見直し方式で
借り入れる資
金について、
利率の見直し
を行った後に
おいては、当
該見直し後の
利率）あああ
あ あ あ あ あ

とし、その他については

借入先融資条件による。

保 育 所 整 備 事 業 46,000 証券発行
ただし、市財政の都合に

新エネルギー利用促進事業 19,300 より据置期間及び償還期

県 営 土 地 改 良 事 業 900
限を短縮し、又は繰上償

還若しくは低利に借換え

県 単 か ん が い 排 水 事 業 3,000
することができる。

農 地 耕 作 条 件 改 善 事 業 2,500

道 路 整 備 事 業 444,200

河 川 整 備 事 業 15,000

61,500

臨 時 財 政 対 策 債 33,000

文 化 会 館 整 備 事 業 18,500

消 防 防 災 施 設 整 備 事 業 4,700

公 園 整 備 事 業 4,900

街 路 事 業 56,800
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介 護 保 険 特 別 会 計





議案第２号 

 

令和６年度矢板市介護保険特別会計予算 

 

 令和６年度矢板市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 3,101,500 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借入れの最高額は、50,000 千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

(1) 各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

(2) 保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用 

 

令和６年２月２２日提出 

 

矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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国 民 健 康 保 険 特 別 会 計





議案第３号 

 

令和６年度矢板市国民健康保険特別会計予算 

 

 令和６年度矢板市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 3,501,200 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借入れの最高額は、70,000 千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

(1) 各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

(2) 保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用 

 

令和６年２月２２日提出 

 

矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計





議案第４号 

 

令和６年度矢板市後期高齢者医療特別会計予算 

 

令和６年度矢板市の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。  

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 508,500 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借入れの最高額は、50,000 千円と定める。 

 

令和６年２月２２日提出 

 

矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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ハッピーハイランド矢板排水処理事業
特 別 会 計





議案第５号 

 

令和６年度矢板市ハッピーハイランド矢板排水処理事業特別会計予算 

 

 令和６年度矢板市のハッピーハイランド矢板排水処理事業特別会計の予算は、次

に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 11,600 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 

令和６年２月２２日提出 

 

矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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水 道 事 業 会 計





議案第６号 

 

令和６年度矢板市水道事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和６年度矢板市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

 (1) 給 水 戸 数         13,000 戸 

 (2) 年 間 給 水 量       3,445,000 ㎥ 

 (3) 一 日 平 均 給 水 量          9,438 ㎥ 

 (4) 主要な建設改良事業   施設整備事業  事業費 422,457 千円 

 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

   収  入 

 第１款 水道事業収益     865,000 千円 

第１項 営業収益      785,738 千円 

第２項 営業外収益      79,259 千円 

第３項 特別利益            3 千円 

   支  出 

 第１款 水道事業費用     698,000 千円 

第１項 営業費用      665,936 千円 

第２項 営業外費用      30,444 千円 

第３項 特別損失         620 千円 

第４項 予備費         1,000 千円 

 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本

的支出額に対し不足する額 397,000 千円は、当年度分損益勘定留保資金 332,471 千

円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 35,165 千円及び建設改良積

立金 29,364 千円で補てんするものとする。）。 
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   収  入 

 第１款 資本的収入      130,000 千円 

第１項 企業債       100,000 千円 

第２項 国庫補助金         1 千円 

第３項 負担金        29,997 千円 

第４項 出資金          1 千円 

第５項 固定資産売却代金        1 千円 

   支  出 

 第１款 資本的支出       527,000 千円 

第１項 建設改良費     424,557 千円 

第２項 企業債償還金    101,442 千円 

第３項 補助金返還金       1 千円 

第４項 予備費         1,000 千円 

 

（企業債） 

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定

める。 

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利   率 償 還 の 方 法 

施設整備 

事  業 
 100,000千円 証書借入 

4.0％以内 

（ただし、利率見直し

方式で借り入れる資金

について、利率の見直

しを行った後において

は、当該見直し後の利

率） 

借入の日から４０年以内と

し、その他については借入

先の融資条件による。ただ

し、企業財政その他の都合

により据置期間及び償還期

限を短縮し、又は繰上償還

若しくは低利に借換えする

ことができる。 

 

（一時借入金） 

第６条 一時借入金の限度額は、200,000 千円と定める。 

 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと

定める。 
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第１款 水道事業費用 

 第１項 営業費用 及び 第２項 営業外費用 

 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用

し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけ

ればならない。 

(1) 職員給与費        72,091 千円 

 (2) 交 際 費            10 千円 

 

（他会計からの補助金） 

第９条 水道事業の営業助成として、他の会計からこの会計へ補助を受ける金額は、

公共消火栓維持管理のため8,430千円、市営住宅給水装置維持管理のため871千円、

公共下水道事業会計職員庁舎使用のため 1,461 千円及び GIS システム保守等（下水

道分）のための 1,085 千円である。 

 

（他会計からの負担金） 

第１０条 水道事業の経費のうち、他の会計からこの会計へ負担を受ける金額は、公

共消火栓設置のため 3,500 千円及び配水管移設のための 12,000 千円である。 

 

（たな卸資産購入限度額） 

第１１条 たな卸資産購入限度額は、15,000 千円と定める。 

 

   令和６年２月２２日提出 

 

矢板市長 齋 藤 淳一郎 
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下 水 道 事 業 会 計





議案第７号 

 

令和６年度矢板市下水道事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和６年度矢板市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

 (1) 接 続 戸 数               5,600 戸 

 (2) 年 間 有 収 水 量            1,435,020 ㎥ 

 (3) 一日平均有収水量               3,932 ㎥ 

 (4) 主要な建設改良事業   管渠建設改良費  186,329 千円 

 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

   収  入 

 第１款 下水道事業収益    727,900 千円 

第１項 営業収益      267,225 千円 

第２項 営業外収益     460,672 千円 

第３項 特別利益            3 千円 

   支  出 

 第１款 下水道事業費用    726,300 千円 

第１項 営業費用      686,590 千円 

第２項 営業外費用      38,947 千円 

第３項 特別損失         163 千円 

第４項 予備費          600 千円 

 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本

的支出額に対し不足する額 133,100 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的

収支調整額 27,096 千円、過年度損益勘定留保資金 41,772 千円、当年度分損益勘定

留保資金 36,390 千円及び未処分利益剰余金 27,842 千円で補てんするものとす

る。) 。 
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  収  入 

 第１款 資本的収入       293,400 千円 

第１項 企業債         99,800 千円 

第２項 他会計補助金     137,239 千円 

第３項 補助金         51,800 千円 

第４項 受益者分担金           1 千円 

第５項 受益者負担金      4,560 千円 

   支  出 

 第１款 資本的支出        426,500 千円 

第１項 建設改良費      189,262 千円 

第２項 企業債償還金     237,238 千円 

 

（企業債） 

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定

める。 

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利   率 償 還 の 方 法 

施設整備 

事  業 
 99,800千円 証書借入 

4.0％以内 

（ただし、利率見直し

方式で借り入れる資金

について、利率の見直

しを行った後において

は、当該見直し後の利

率） 

借入の日から４０年以内と

し、その他については借入

先の融資条件による。ただ

し、企業財政その他の都合

により据置期間及び償還期

限を短縮し、又は繰上償還

若しくは低利に借換えする

ことができる。 

 

（一時借入金） 

第６条 一時借入金の限度額は、200,000 千円と定める。 

 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと

定める。 

第１款 下水道事業費用 

 第１項 営業費用、 第２項 営業外費用 及び 第３項 特別損失 
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（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用

し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけ

ればならない。 

(1) 職員給与費        57,625 千円 

 

（他会計からの補助金） 

第９条 下水道事業経営安定のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、

276,182 千円である。 

 

（利益剰余金の処分） 

第１０条 未処分利益剰余金 27,842 千円は、次のとおり処分するものと定める。 

(1) 第４条資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額の補てんとして 

27,842 千円 

 

   令和６年２月２２日提出 

 

矢板市長 齋 藤 淳一郎 
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